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器官別無機養分含有率は第4表のとおりであった。葉

ではNの含有率が高く，枝桐ではCaO，板でもCaOの

含有率が高い値を示した。また果実ではK20の含有率

が高い。

1樹当りの総吸収量はNは4，037g，P2051，115

g・K203・190g・CdO4，387g，MgO2，389gと

なった0量的順位はCd0＞N＞K20＞MgO＞P2

05となり・石灰の吸収量が（特に枝および幹に）多い

ことがわかった。

オウトウの熟閤促進におよぼす五一ナインの

影響について

原　田　良　平・井　上　重　雄

桑　原　　　功・後　藤　久太郎

（福島県園試）

1．ま　え　が　き

オウトウは果樹のうちでは早い時期に収穫される。現

在のところ生産量が少ないので，生晃としては高い価格

で取引きされているが，なかでも熟期がより早まると取

引き価格がよく有利に販売される。

そこで本試験ではB－ナイソ撒布によるオウトウの熟

期促進に対する実用性について検討するため1966年，

1967年の2カ年に試験を実施した。

2．試　験　方　法

1966年：福島市飯坂町平野，佐藤房雄民国のナポレオ

ソ20年生1樹を使用し，1，000ppm，2，000ppm，無撒

布の3区を大枚単位に設け，撒布区には満開2週間後の

5月11日撒布を行な－った。なお撒布にはネオェステリン

1万倍を加用し，肩掛け噴霧器を使用し十分撒布した。

収橙は生食用として着色のよいものから行ない収穫期

の早晩．果実の特性などについて調査を行なった。

1967年：1966年と同一園において，シャボレー，高

砂，若紫，佐藤錦，ナポレオソの各品種8～20年生3樹

あて供試し，大枚単位に1，500ppm撒布区，無撒布区を

設け（3反覆）撒布を満開15日後に行なった。なお撒布

にはネオエステリソ（1万倍）を加用し動力噴霧器を使

用して十分撒布した。

収橙は1966年と同様に行ない，収橙期の早晩，果実の

大きさ，果硬の長さ，実割果発生の多少，糖度などにつ

いて調査を行なった。

3．試　験　結　果

1．1966年

（1I　収穫時期の早晩は第1表に示したとおりである。

まず着色時期は観察によると，撒布区と無撒布区との間

第1表　収穫期の早晩（時期別収穫果率）1966年

当 累 当 累 当

注．収穫は台風4号のため，6月28日で打切った。6月28日（未）は6月28日の時期にまだ未熟状態にあった果実。
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に差がみられ，無撒布区に比較し，2，000ppm撒布区

では5～6日．1，000ppm撒布区では2～3日早まっ

た。また収穫は6月20日より始め，1日おきに適熟果を

収穫したが．6月28日までの累積収穫果率をみると，

2，000ppm撒布区では65．9％，魚撒布区では41・8％で

あって，明らかに熟期促進におよぼす影響が認められ，

その影響は濃度の高いほど麻著であった。

12I　収穫束の特性調査の結果，果実の大きさは1，000

第　2表　　収穫率の早晩

ppm撒布区，無撒布区では差がなかったが，濃度の高い

2，000ppm撒布区は，他の2区に比較し′」、さかった。

しかし，この原因はB－ナイソによるものか，結果枝

の強弱による差かはっきりしなかった。

131以上の結果から，B一ナイソを満開2週間後に撒

布することによりナポレオソの熟期を促進する効果のあ

ることが確認された。

2．1967年

シャボレー（1967年）

第　3表　　黄 玉 （1967年）

理

第　4　表　　高 砂　　（1967年）

理 理

総果数l
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第5表　若　　　　紫　（1967年）
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処 理

8－ナイン散布区
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第1園　佐藤錦の早期収穫率（12年生3樹）
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第2図　ナポ　レオ　ンの早期収穫率（仰年生5樹）

11I　収橙時期の早晩は品種ごとに第2表～第5表なら

びに第1，2園に示したようである。まず，着色時期は

供試したいずれの品種でも撒布区は無撒布区に比較し着

色が早かった。また，収穫は生育期間中高温に経過した

ためか例年より5～6日早くなったが．1日おきの適熟

果の収穫では無撒布区よりも早まり，明らかに熟期促進

におよはす効果が認められた。なお，各品種とも第1回

目から3回目の収穫までを早期収穫率として，品種別の

熟期促進におよはす影響を魚処理区と比較してみると，

佐藤錦＞黄玉＞シャボレー＞若紫＞ナポレオソ＞高砂の
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第6表　品種別の処理，無処理区の比較

注．収穫果全乗について調査した。

第7表　具梗長の比較

晶

注．各品種処理，無処理100菜の平均。

第8表　糖　度　の　比　較

注．各品種処理，無処理20巣の平均。

隅に熟期が促進していた。しかし，これは必ずしも品種

間の感受性の差を現わしているものではなく，供試した

樹の樹勢などのちがいによるものであろうと考えられ

る。すなわち，観察によると老令で樹勢が弱い樹ほと熟

期が促進するようで，樹勢の旺盛な若木ではそれほど差

が現われなかった。

t21果実の大きさについては第6表に示したが1，500

ppmの濃度では処凰無処理の間に差が現われなかっ

た。

（3）果梗長についても差が現われなかった。

（4）糖度については各晶捜，処理，無処理区から20乗を

選び調査を行なったが一定の懐向は認められなかった。

t51実割果発生の多少については1967年は梅雨期でも

降雨が少なかったため，殆んと無処理区にも発生しなか

ったので効果について判定することはできなかった。

4．む　　す　　び

1986，1967年の2カ年にわたりB－ナインのオウトウ

の熟期促進におよはす影響について検討したが，供試品

種はいずれも撒布区で熟期が促進し効果のあることが認

められた。1966年度は濃度が高いほど熟期が促進された

が2，0POppmでは小果になるのではないかという不安

から，1967年度は1，500ppmに統一して品種別に試験

を行なったが，この潰慶の範囲では果実の大きさその他

に差を生じなかったので，効果の期待できる実用的な浪

慶としては1，500ppm付近であり，これらの濃度のも

のを満開2週間後に撒布することが望ましいと考えられ

る。


